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１１月８日（月）、SOU 建築設計室の毛利さん、戸田建設の葛谷さんが来園し、年長児を対象にワークショ

ップを開いてくださいました。今回は、その様子についてお伝えします。 

何が始まるんだろう？ 

  ホールに行くと、何やら魅力的なものが置いてあります。子どもたちは、「ん？」「なんだ！？」と言いながら、

興味津々で見ていました。はじめに、毛利さんからワークショップの内容と目的を聞きました。「年長さんに手

伝ってもらいたいことがあります」と言われて笑顔でうなずく子どもたち。ここで、葛谷さんにバトンタッチです。 

     

CARITAS 

  通称「回廊」と呼ばれている A 棟（仮称）と B 棟（仮称）をつなぐ中心に、十字架とシスター方が選んだ

「みことば」が掲げられます。その下の部分に「ＣＡＲＩＴＡＳ」という文字が入る場所があります。この文字の部

分に“タイルを並べてデザインする”というのが、年長児が頼まれた役目です。 

         

          
デザイン 

  クラス毎に分かれて、タイルを自由に並べていきます。クラス

の皆で協力して取り組む共同作業。頭を突き合わせて、最初は

皆が一気に手を伸ばし大変な状態でしたが、徐々に工夫し、

順番を決めたりエリア分けをしたりしながら、自分の主張や思

いだけを前面に出すのではなく、他の友達の意見も取り入れ

ながら、大事な制作に真剣に取り組む様子が見られました。最

後は、全部の文字が並んだところを眺めて満足そう。子どもた

ちなりに一生懸命考えて、タイルの文字が完成しました！                  完成が楽しみです！ 


